
ン tヽ

繰 まえたをすべきや 善
ま 善 根目改又害内警改tヽいえ

チェック項目

`‐
●,,ヽ
``て
●●
=●
●ヽ,tメ′
'●'ス
●
'|利用定員が指導司1睡室等ス

ペースとの関係て

適切である

職員の配置数は適切である

fl 
.,.J,*5'ji.::1.1,;,;:i;sl,生活空間は.本人にわかりやす〈構造

環境になっている.また.障害の特性 |

業所の設備筆は.バリアフリー化や情

^の配慮
が適切になされている

(oされた
こ応じ.事
報伝達等

‐●
=".11●

1'`ゼ ●●●●てヽ .`‐

'==,●

■,,
,ヽ● ,ヽヽ●●■■ti● ,ヽ●●.生活空間は｀ 課で・心地よく過ご

なっている.また.子ども達の活動|
せる環境に
t合わせた空

1●1となっている

●
=■
,|,,,■

'■

■|ヽ ●●●
`ヽ

.

築務改善を進

“

ためのPOCAサイクル(目標

設定と猥り返り)|..広く職員が参画して
いる

・,ン ,― 10■■
'●
■,大■●●●

=0■
●1●■

●.u■ 1・■●●.保護者等向け評価表により響 護者等に対
して

事業所の評価を実施するとともに」 讀者等
の

意向等を把握し株 務改善につなげている

,● 11● 0●●
`●

●_

向「司
行所

ベ ンホ

表サ 1面許護者0及 保己 ま1亜自業事
と己 つて 1面l をし 自と業事ま踏 えの 桑,百 を
び改及の :]の 価景 質よ 文る結 梨のそもと
てム 等や

`
の 11所葉事書の内容を.

公開している

●,utl.
第二者による外部評価を行い押 価結果を業務

改善にっなげている

●Ⅲ10■■,■ ,コ●●●●.｀
'(`●

●ヽ ●
'・職員の資質の向上を行うために.研修の機会を

確保している

業

務

改

善

,,●●●●,●●●●1'●●|■
'■ ''●
tアセスメントを適1.]に行い.子どもと保護者の

ニーズゃ課題を客観的に分析した上で.児菫発

達支援計画を作成している

●●
'“

―|ヽ |=`,て ●●,17●
^|´
10● ,●

,●●●
`.11

子どもの適に行動の1,況を図るために」 準化

されたァセスメントッールを使用している

児童発達支援計画には』 童発菫支援ガイドラ

インの明 童発遣支援の提供すべき支援」の「発

達支援 (本人支援及び移行支援 )」 .瞑族箕
援」.「地域支援1で示す支援内容から子ども

の

支援に必要な項目が適切に選腱 れ.その上

で.具体,,な支援内容が設さ れている

,● .110■ ,● 4_i●
`■ `.児童発達支担計画lt'3つた支援カ

る
`行
,,れてい

●ヽヽ ,,●

“

tす .● ,ヽ ,■
`.14 活動プログラムの立案をチームで行っている

|,■ 0,ヽヽ●●,^ヽ国ヽ●●●●●,●●
'■
●ヽ

|.`
活動プログラムが固定化しないよう工夫している(5

.え■1●☆,|● ,hメ .て 0●●1:● ,い■●●●下●
●ヽ■
`.

子どもの状況に応して.個別活動と集國活動

適宜組み合わせて児童発達支援計嵯 作成
を
し

ている

児童発達支援事業所における自己屁価結果
(公表)

△
=全
ユ_■_, L

は い

環
境

ｉ
体
制
整
備

10

12

10

10

壼

切
な
支
援

の
提
供



えた´●さ点す改や
根目改よ 替ヌ容内書改い し`え

チェック項目

■●コ,●0','僣●●●た●●ヽ ●●.支援開始前には職員問て必ず打合せ

日行ゎれる支援の内容ゃ役割分担に

認している

をし.その
ついて確

.■ ,■ 11●■,は
'●

■●

““
==|,11● `′

―|,

|●ヽ■●●●る.支援終了後には地 員間で必ず打合

の日行われた支授の振り返りを行い
せをし.そ
気付いた

点等を共有している
‐■●■●

“

0●
`●
●ヽ 苺
'●

,そ00に 0● ‐●●
||■ ,`● ,,.日々の支援に関して記録をとることを値慮

し.支

援の技証咆 蓄につなげている

.彙

""|●

‐ヽ,,´●●ヽ ●_ヽ ,,●●1'0'て ,

`,●

■
`.定期的にモニタリングを行ぃ.児童発

還鶴

画の見直しの必要性を判断している

■:|

20

■ヽ●●,●●
`■ `.

障害児相談支援事業所のサービス担

にその子どもの状況に精通した最●
当者会議
.さわしい

者が多画している

,■ ●ヽ
'`●
僣
`,●
て.'■ ■|`●

`.
22
母子保掟や子ども・子育て支援等の関係者

や関

係機関と連携した支級を行っている

(医療的ヶァが必要な子どi,や重症
,

ある子ども写を支援している場合,

地域の保健工 薇椰 害|●祉課 育

関係機関と連携した文候を行つてい

さ身障害の

働 青等の

る
23

(医療的ヶアが必要な子ともや

ある子ども等を支援している場

子どもの主治医ゃ協力医療機

重症心身障害の
′ヽヽ
● ′

関等と連搭体制

ど骨]所行
「 ,

稚も□ ,iや 定■保しと て艦又移
内授文でとの等都稚校 幼援支 学

=
1,固

tてつ る図理互 を,`颯との 共有情報等香

25

●■1●えし,●●●●||,●●●●●■
,,●●.

移行支援として.小学校や特別支援学:,(小

部)との間で.支援内容等の情報共有と相
互
学
攣

`11●
M● 4"|●●ヽ●●■

`
亡ン 児進児

ン
,・

1■支 事里 tやセ支担の 発里他
と閲権専の Fセ タ 等支者 1澄障達 書業 発

, るてすや 修研 受を助言し●
|

理

人,●■■●●0'● ●●,0●前セ●●`●
●

保百所や認定ことも国.幼稚回等との交流
や.

障害のなtヽ子どもと活動する機会がある

|́,■ ,|

(自立支援,協議会子とも部会や地域の子
ども・

子育て会議等^積極的に響
'0し

ている29

・●■●●●菫え
"||“ '■

●えヽ |ヽ`.''1●
`●=

1,●●■
'.メ

■
'■
■●●ヽ ●る.

30
日頃から子どもの状況を保護程 |

どもの発達の状況や課題について
云え合tヽ .子

共通理解を

持っている

て,●■●|`● |ヽ■,.保護者の対応力の向上を図る観点から.

|=対 して家族支援プログラム(ペアレント

ニング等)の支援を行っている

1呆護着
トレー

関

|「

機

関
や

の

連

務
関

係

保

護

者

と

,`ヽ

".■
●■1● ,,●,● ,`'',● 卜■●ヽ

``ヽ

●.

運営規捏.利用者負担等についてT率な説明を

行っている

‐、■′,′ ,■ ●I●
'Ot●
ヽ●●●●
=●`0,,ヽ,●●●I●●_=ま ^●コ●1'●●●●●●●`

,.

児ンガ ド児
ベ

計画た 児
護行なホ

見

の援の 発■ 理支フ イ援 イ発菫 支連
と容内0 及 l■支の 0ね ′,援す き支提イI
を手 援支壼発つ さ威 れ基 き |れ
, う者|^ιの を明春内 説カ ● ,1支

t ろてを
=
イ
=

同の画計発逮 支達 ■

.崚え
^|●

て●●●.｀ 11●
^`● ''■

■丼●●●|■

Iよ tヽ

17

18

19

21

2

26

27

28

保
護
者
と

機
関
や

の

運

携

31

32

33



tヽいえ

.`,え

“

,R毬 ●́●1,`● ,ヽ.=● ●●●兌ι`

,,五●,ヽ |`.

たベ えまをき改や 書題露
目根又 よ 書響内薔改

34
定期的に導 誰者からの子育ての悩み等に対す

る相談|=適切に応し秘 要な助言と支援を行つ

ている

チェック項目

・●
"``.■
■,,●に,.● ●●|`●,.'ズ

`●
●

|,,■
'●
てヽヽ

36
父母の会の活動を支援したり諜 護者会等を開

催する等により手 護者同士の連携を支援して

いる

.,|`● 0ヽ●●●●
`● `.補“

や●●ヽ ●IS●●オ

●●
`■ `.

子どもや保護者からの相談や申入れについて.

対応の体制を整備するとともに.子どもや保雄

雪に周知し押 散や申入れがあつた場合に迅速

かつ適切に対応している

●,●●●
'||●

I`ヽ

'',●
●ヽ●.定期的に会議等を発行し.活動櫃要や行事予

定.連絡体11等の情報を子どもや保護者に対し

て発信してもヽる
0,

,ス ●,'■■1● `|オ
.ヽ=kl● ●,0■ ,●●.

個人情IRの取扱いに十分注意している

●■●●●,ヽ
",●

1,●

`● `障害のある子どもや保護社 の意思の直通や

情報伝連のための配嵯 している

・■,●●●●●
"`●

●
`0'y 
●●0'■ ,,.■

■●
^ン
|=“ I●■|ヽ事業所の行●に地域住民を沼待する等地域に

開かれた事業運営を図っている

.■●●■●,′ 1沐 ,I彙
'.●
■●4●●●●ti●

`
●●■●●●,,||`.'(|,lo● ●●市,●お

●て
'る.

緊急時対応マニュアル櫛 犯マニユアル薇 染

症対応マニユアル等を策定し.職員や保腫者に

周知するとともに.発生を鶴定したoll薇を実施し

ている

非常災害の発生 |こ備え.定期

''に

避難.救出そ

の他必要な訓棘を行つている

`| 
●0■■
'´

.

事前に.服築や予防接種.てんかん発作等∝

どもの状況を確認している

`|.●
●撼t'ヽ

44
食物アレルギーのある子どもについて準 師の

指示薔に基づ彿 応がされている

,,■ 11● IⅢ●●`
'●
●

^`●
2

ヒヤリ′ヽット事例集を作成して事業所内で共有し

ている

虐待を肪上するため.職員の研修機会を確保す

る等獅 切な対応をしている

.■

"●
.●■,,ン

'●
■■●卜●て●●.0●,`,

0● .■●,0,=|`●●,`.そ 0●●●●●
"兌
し`

|||.

どのような場合にやむを得す身体拘束を行うか

にっぃて湘 繊的に決定し.子どもや保護著に

事前に十分に説明し了解を得た上でJ重 発達
文,腑画に杞載している

非
常
時
等
の
対
応

|

■
`,,■
■●1'●

`● `.'●
●,|,,1■

`儘
●0● .

ェ夫している点は い

00

38

39

40

保
護
者

へ
の
説
明
責
任
等

41

42

43

45

46

oこの
'平
業所における自己評価結果(公表

'」

は事業所全体で行oた自己評価です .


